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熊
野
の
本
地

装
訂

袋
綴

二
冊

表
紙

金
泥
草
花
模
様
の
打
曇
表
紙

料
紙

鳥
の
子
紙

法
量

縦
三
二
・
〇
㎝
×
横
二
五
・
五
㎝

外
題

な
し
（
左
上
に
題
簽
剝
落
跡
あ
り
）

墨
付

上
冊
十
七
丁
、
下
冊
二
十
一
丁
半
。

行
数

十
二
行

字
高

約
二
七
・
五
㎝

挿
絵

上
冊
半
丁
七
図
、
見
開
五
図
。
下
冊
半
丁
五
図
、
見
開
九
図
。

極
札

下
冊
遊
紙
裏
に
「
和
州
十
市
殿
遠
忠

熊
野
ゝ
本
地
の
物
語

上
壹
冊
（
朱
印
「
見

室
」）」
の
古
筆
極
札
を
貼
付
す
る
。

書
写
年
代

〔
室
町
時
代
末
期
〕
写

（
請
求
記
号
九
一
三
・
五
―
イ
一
四
五
）

『
熊
野
の
本
地
』
は
、
熊
野
権
現
の
由
来
を
記
し
た
物
語
で
、
熊
野
比
丘
尼
の
よ
う
な
勧

進
唱
導
の
人
々
が
語
り
伝
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
本
書
末
尾
の
一
文
「
こ
の
さ
う
し
を
、

し
ん
し
て
よ
め
は
、
こ
ん
け
ん
の
、
御
よ
ろ
こ
ひ
た
ま
ひ
け
り
（
略
）
く
わ
ん
し
や
う
申
た
て

ま
つ
る
」
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
そ
の
空
想
的
な
面
白
さ
か
ら
、
説
経
や
古

浄
瑠
璃
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
享
受
さ
れ
、
御
伽
草
子
に
分
類
さ
れ
て
い
る
作
品
だ
け
で
も
、

写
本
・
版
本
・
奈
良
絵
本
・
絵
巻
が
、
そ
れ
ぞ
れ
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
松
本
隆
信
は
、

「
序
説
・
熊
野
の
本
地
・
厳
島
の
本
地
」（『
中
世
に
お
け
る
本
地
物
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九

九
六
年
）
に
お
い
て
、「
諸
本
は
、
非
常
に
数
が
多
い
上
に
、
本
文
の
異
同
が
錯
雑
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
諸
本
を
分
類
し
、
系
統
づ
け
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
作
業
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
一

応
の
分
類
」
と
し
な
が
ら
も
九
系
統
に
分
か
ち
、
本
文
の
比
較
を
行
い
つ
つ
諸
本
の
特
徴
に

つ
い
て
詳
細
に
記
し
て
い
る
。

中
で
も
第
一
系
統
は
更
に
三
種
類
に
分
け
ら
れ
、
室
町
中
期
を
下
ら
な
い
制
作
と
考
え
ら

れ
る
酒
井
宇
吉
旧
蔵
本
や
、
そ
の
写
し
と
み
ら
れ
る
天
理
図
書
館
蔵
元
和
八
年
写
絵
巻
、
高

野
辰
之
旧
蔵
書
が
第
一
系
統
第
一
種
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
松
本
は
「
増
訂
室
町

時
代
物
語
類
現
存
本
簡
明
目
録
」（『
御
伽
草
子
の
世
界
』
三
省
堂
書
店
、
一
九
八
二
年
）
に
お
い

て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
バ
ー
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
本
な
ど
の
絵
巻
も
同
種
の
系
統
と
し
て
分

類
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
室
町
末
江
戸
初
期
に
作
成
さ
れ
た
第
一
系
統
第
一
種
の
絵
巻
群
は
、

そ
の
数
の
多
さ
と
類
似
性
か
ら
、
組
織
的
な
作
成
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

第
二
系
統
以
下
は
、
全
体
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
本
文
的
な
差
異
が
多

く
な
る
。
本
書
は
豪
華
な
特
大
縦
型
奈
良
絵
本
と
し
て
、
蜷
川
第
一
蔵
本
と
共
に
第
五
系
統

に
分
類
さ
れ
て
い
る
。『
熊
野
の
本
地
』
の
第
五
系
統
本
の
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
上
冊
）
天
竺
摩
訶
陀
国
の
王
、
善
財
王
は
、
千
人
の
女
御
と
七
人
の
后
を
持
っ
て
い
た
。

千
人
の
女
御
の
一
人
、
五
衰
殿
は
観
音
の
御
利
生
に
よ
り
后
と
な
っ
た
。
王
に
は
そ
れ

（
マ
マ
）

ま
で
子
が
い
な
か
っ
た
が
、
五
衰
殿
は
寵
愛
さ
れ
懐
妊
し
た
。
九
百
九
十
九
人
の
后
達

は
こ
れ
を
妬
み
、
悪
王
が
生
ま
れ
る
と
嘘
を
言
っ
て
王
を
脅
す
。

（
マ
マ
）

（
下
冊
）
九
百
九
十
九
人
の
后
達
は
、
武
士
十
五
人
に
五
衰
殿
を
山
で
殺
し
て
く
る
よ

う
に
命
じ
る
。
武
士
達
は
仕
方
な
く
五
衰
殿
を
連
れ
去
り
、
五
衰
殿
が
王
子
を
産
ん
だ

後
に
、
首
を
切
り
宮
殿
に
持
ち
帰
る
。
王
子
は
首
を
切
ら
れ
て
も
出
る
五
衰
殿
の
乳
を

飲
み
、
猿
達
に
育
て
ら
れ
た
。
王
子
は
七
歳
の
時
に
、
伯
父
に
あ
た
る
聖
に
助
け
ら
れ
、

宮
殿
で
父
王
と
対
面
す
る
。
王
子
は
位
を
譲
ら
れ
る
が
、
十
五
歳
に
な
る
と
、
摩
訶
陀

国
は
女
人
の
恐
ろ
し
い
国
だ
と
し
て
、
父
、
伯
父
と
共
に
飛
車
に
乗
っ
て
日
本
の
紀
の

国
に
や
っ
て
き
て
、
熊
野
三
所
権
現
と
な
っ
た
。

第
五
系
統
は
、
他
系
統
と
較
べ
る
と
、
本
文
が
短
く
、
表
現
に
も
統
一
性
が
な
い
、
と
い
っ

た
特
徴
が
あ
り
、
内
容
的
に
も
、
他
系
統
に
見
ら
れ
る
五
衰
殿
が
生
き
返
る
場
面
は
出
て
こ

な
い
。

こ
こ
で
、
第
一
系
統
を
代
表
す
る
天
理
図
書
館
蔵
元
和
八
年
写
絵
巻
（
元
和
絵
巻
）
と
本
文

を
比
較
し
て
み
る
。
元
和
絵
巻
の
冒
頭
は
、
熊
野
権
現
に
つ
い
て
概
説
し
た
後
に
、
天
竺
の
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話
と
な
る
が
、
本
書
に
は
概
説
の
部
分
は
な
く
、
い
き
な
り
天
竺
の
話
が
始
ま
っ
て
い
る
。

本
書
に
続
い
て
、
同
じ
第
五
系
統
の
蜷
川
本
を
列
挙
す
る
。

元
和
絵
巻

そ
の
い
に
し
へ
を
、
た
つ
ね
た
て
ま
つ
る
に
、
ち
う
天
ち
く
、
ま
か
た
こ
く
の
、
大
わ

う
に
て
、
お
は
し
ま
す
、
御
な
を
は
、
千
さ
い
わ
う
と
、
申
た
て
ま
つ
る
、
御
く
わ
ほ

う
、
め
て
た
く
し
て
、
き
さ
き
千
人
ま
て
お
、
も
ち
給
ふ
と
い
へ
共
、
一
人
も
、
わ
う

し
、
い
て
き
た
ま
は
ね
は
、
く
ら
ゐ
を
ゆ
つ
る
へ
き
、
か
た
な
し
、
な
け
き
、
か
な
し

み
給
ふ
事
、
か
き
り
な
し
（『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
四
に
よ
る
）

本
書て

ん
ち
く
に
く
に
あ
り
、
そ
の
く
に
の
わ
う
の
、
御
な
を
は
、
せ
ん
さ
い
わ
う
と
そ
申

け
り
、
御
こ
ゝ
ろ
は
へ
、
た
く
ひ
な
く
、
た
み
を
あ
は
れ
み
給
ふ
事
、
人
の
お
や
の
、

子
を
お
も
ふ
か
、
こ
と
く
な
り
、
ふ
く
か
せ
も
、
ゑ
た
を
な
ら
さ
す
、
ふ
る
あ
め
も
、

と
き
を
か
へ
す
、
あ
し
た
に
ま
い
り
、
ゆ
ふ
へ
に
、
つ
か
う
ま
つ
る
人
々
、
一
ま
ん
の

大
し
ん
、
二
ま
ん
の
く
き
や
う
、
そ
の
ほ
か
、
く
ら
ん
と
、
た
き
く
ち
、
以
上
、
十
ま

ん
よ
に
ん
な
り
、
せ
ん
に
ん
の
に
よ
う
こ
、
七
人
の
き
さ
き
を
、
も
ち
た
ま
へ
り

蜷
川
本

て
ん
ち
く
に
く
に
あ
り
、
そ
の
く
に
の
わ
う
の
御
な
を
は
、
せ
む
さ
ひ
わ
う
と
そ
申
け

る
、
御
こ
ゝ
ろ
は
へ
た
く
ひ
な
く
、
た
み
を
あ
わ
れ
み
給
ふ
事
、
人
の
を
や
の
こ
を
を

も
ふ
か
こ
と
く
な
り
、
ふ
く
か
せ
も
ゑ
た
を
な
ら
さ
す
、
ふ
る
あ
め
も
と
き
を
か
へ
す
、

あ
し
た
に
ま
い
り
、
ゆ
ふ
へ
に
つ
か
ふ
ま
つ
る
人
〳
〵
、
い
ち
ま
の
た
い
し
む
、
二
幡

の
く
き
や
う
、
そ
の
外
く
ら
ん
と
・
た
き
く
ち
、
以
上
十
万
余
人
な
り
、
千
に
ん
の
に

よ
う
こ
、
七
人
の
き
さ
き
を
も
ち
給
ふ
（『
室
町
時
代
物
語
集
』
一
に
よ
る
）

以
上
の
よ
う
に
、
第
一
系
統
の
元
和
絵
巻
と
第
五
系
統
の
本
書
と
で
は
、
本
文
に
か
な
り

の
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
本
書
と
蜷
川
本
は
ほ
ぼ
同
じ
本
文
で
、
そ
の
違
い
は

ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。

『
熊
野
の
本
地
』
に
あ
っ
て
は
、
諸
本
の
多
さ
や
さ
ま
ざ
ま
な
系
統
が
存
在
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
数
多
の
論
文
が
記
さ
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
諸
本
研
究
の
み
な
ら
ず
、

内
容
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
き
た
の
は
、
松
本
隆
信
で
あ
る
。
松
本
の
研
究
の
中
心
は
、
本

地
物
で
あ
っ
た
た
め
に
、『
熊
野
の
本
地
』
に
つ
い
て
も
多
く
の
論
考
が
あ
る
。
仏
教
用
語
と

し
て
の
「
本
地
」
と
な
る
と
、
そ
の
解
釈
は
難
し
く
な
る
が
、
物
語
世
界
で
言
う
「
本
地
」

は
、
そ
の
由
来
や
成
り
立
ち
を
記
し
た
物
語
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
各
地
の
著
名
な
寺
社
に

つ
い
て
、
本
格
的
な
神
仏
の
話
で
は
な
く
、
わ
か
り
や
す
い
人
間
世
界
の
話
と
し
て
制
作
さ

れ
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
本
地
物
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
末
期
に
真
名
文
で
記
さ
れ
た
『
神
道
集
』
に
は
、
既
に
物
語
的
な
本
地
物
が
存

在
し
、『
熊
野
の
本
地
』
の
原
型
と
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
も
そ
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、『
神
道
集
』
に
は
絵
巻
物
は
存
在
せ
ず
、『
熊
野
の
本
地
』
が
い
つ
か
ら
平
仮
名
化

さ
れ
、
絵
を
伴
う
よ
う
に
な
っ
た
か
は
確
定
は
で
き
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、『
熊
野
の
本
地
』
は
、『
仏
説
旃
陀
越
国
王
経
』
等
の
経
典
の
記

述
を
元
に
し
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
成
立
論
を
展
開
し
た
の
は

牧
野
和
夫
「
熊
野
本
地
譚
の
一
側
面
」（『
中
世
文
学
』
二
五
、
一
九
八
〇
年
）
等
で
あ
っ
た
。
い

わ
ゆ
る
内
容
の
成
立
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
一
方
で
、
絵
入
り
の
『
熊
野
の
本

地
』
に
つ
い
て
触
れ
る
論
考
も
多
く
な
っ
て
き
た
。

絵
入
り
本
に
つ
い
て
は
、
論
考
だ
け
で
は
な
く
、
一
冊
の
単
行
本
と
し
て
、『
熊
野
の
本

地
』
を
全
文
カ
ラ
ー
写
真
入
り
で
紹
介
す
る
本
も
現
れ
た
。
九
州
大
学
国
語
学
国
文
学
研
究

室
編
『
松
濤
文
庫
本
熊
野
の
本
地
』（
勉
誠
社
、
一
九
九
七
年
）
や
『
和
歌
山
県
立
博
物
館
所

蔵
熊
野
権
現
縁
起
絵
巻
』（
勉
誠
出
版
、
一
九
九
九
年
）
等
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
室
町
末
江
戸
初

期
写
と
思
わ
れ
る
善
本
で
あ
り
、
解
題
も
充
実
し
て
い
る
が
、
絵
画
部
分
に
つ
い
て
は
ま
だ

ま
だ
研
究
の
余
地
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
全
て
の
御
伽
草
子
作
品
に
関
し
て
言
え
る
こ
と
で
あ

る
が
、
作
品
の
本
文
研
究
は
か
な
り
進
ん
で
き
た
も
の
の
、
絵
画
に
つ
い
て
の
研
究
歴
が
浅

く
、
ど
う
し
て
も
論
じ
る
人
物
の
視
点
の
み
に
な
り
が
ち
な
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
問

題
も
絵
画
の
研
究
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
更
に
進
展
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

か
つ
て
、
横
山
重
は
、『
室
町
時
代
物
語
集
』
一
（
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
七
年
）
の
『
熊
野
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の
本
地
』
の
解
題
に
お
い
て
、
挿
図
に
狼
で
は
な
く
大
亀
を
描
い
て
い
る
作
品
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
文
が
「
お
ほ
か
め
」
と
あ
る
伝
本
が
存
在
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
本
文

と
絵
画
と
の
関
係
を
考
察
す
る
上
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
例
は
非
常
に
重
要
で
、
諸
本
全
て

に
お
い
て
詳
細
な
調
査
を
行
う
こ
と
は
、
き
わ
め
て
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
。
本
文
の
み
な

ら
ず
、
絵
画
部
分
も
全
て
に
個
性
が
あ
る
作
品
群
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
地
道
な
調
査
研
究
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
本
書
の
下
冊
の
遊
紙
の
裏
に
は
、「
和
州
十
市
殿
遠
忠

熊
野
ゝ
本
地
の
物
語

上
壹
冊
」
と
記
し
た
極
札
が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
今
日
十
市
遠
忠
筆
と
す
る
短
冊
類
と

は
筆
跡
が
異
な
る
。
時
代
的
に
も
数
十
年
の
隔
た
り
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
本
書
は
、
天
理
図
書
館
蔵
『
い
は
や
』『
し
づ
か
』『
花
鳥
風
月
物
語
』
等
と
共
に
、

豊
臣
秀
頼
伝
来
と
す
る
報
告
が
あ
る
（『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
』
月
報
三
三
）。
本
書
を
始
め

と
す
る
豪
華
奈
良
絵
本
は
、
ま
さ
に
為
政
者
が
所
持
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。

（
石
川
透
）

『奈良絵本集 七』解題

5

／新善本叢書　４期　八木書店／４期７回　Ａ４タテ／解題 2019.12.03 13.19.51 Page 5



宝
月
童
子

装
訂

袋
綴

二
冊

表
紙

紺
紙
金
泥
表
紙
。
柳
、
反
橋
、
四
手
網
、
水
草
等
を
金
泥
で
描
く
。
見
返
し
は
布
目
地

金
紙
。

料
紙

鳥
の
子
紙

法
量

縦
二
九
・
八
㎝
×
横
二
一
・
五
㎝

外
題

中
央
丹
紙
金
泥
下
絵
題
簽
に
「
お
よ
ふ
の
あ
ま

上
（
下
）」
と
墨
書
。

墨
付

上
冊
二
十
丁
半
、
下
冊
二
十
六
丁
。

行
数

十
行

字
高

二
四
・
〇
㎝

挿
絵

上
冊
半
丁
十
図
、
下
冊
半
丁
十
一
図
。

印
記

「
月
明
荘
」

書
写
年
代

〔
江
戸
時
代
前
期
〕
写

備
考

折
紙
に
「
お
よ
ふ
の
あ
ま
折
紙
極
／
お
よ
ふ
の
あ
ま
二
冊
／
繪
狩
野
蛇
足
軒
山
雪
／

古
筆

詞
書
並
外
題
八
条
殿
／
知
仁
親
王
筆
各
真
蹟
／
最
無
疑
候
也
／
明
治
辛
亥
仲
春

正
七
位

湯
浅
了
雅
（
印
）」
と
墨
書
。
寸
法
、
縦
二
一
・
八
㎝
×
横
五
六
・
七
㎝
。「
折
紙
」
と
墨
書

し
た
和
紙
に
包
む
。

（
請
求
記
号
九
一
三
・
五
―
イ
三
七
三
）

室
町
物
語
。
題
簽
に
「
お
よ
ふ
の
あ
ま
」
と
あ
る
が
、
老
法
師
の
破
戒
滑
稽
譚
と
し
て
知

ら
れ
る
同
名
の
室
町
物
語
と
は
別
作
品
で
あ
る
。
本
書
冒
頭
は
「
む
か
し
、
中
天
ぢ
く
、
ま

か
だ
こ
く
の
み
や
こ
に
、
お
よ
う
の
あ
ま
と
て
、
一
人
の
長
じ
や
、
お
は
し
ま
す
」（
句
点
は

『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
に
よ
る
）
と
始
ま
り
、
主
人
公
で
あ
る
宝
月
童
子
の
父
の
名
を
「
お

よ
う
の
あ
ま
」
と
す
る
が
、
以
後
、
作
中
に
こ
の
人
名
は
登
場
せ
ず
、
一
貫
し
て
「
ま
ん
く

わ
つ
長
者
」
と
記
さ
れ
る
。
以
下
、
物
語
の
梗
概
を
示
す
。

（
上
冊
）
中
天
竺
ま
か
だ
国
の
お
よ
う
の
あ
ま
（
満
月
長
者
）
は
花
玉
婦
人
と
幸
せ
に
暮

ら
し
て
い
た
が
、
唯
一
、
子
宝
に
恵
ま
れ
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
た
。
夫
妻
は
観
音
に

祈
り
を
込
め
、
九
月
十
三
夜
、
天
稚
御
子
も
か
く
や
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
美
し
い
若
君

が
誕
生
し
た
。
子
ど
も
は
宝
月
童
子
と
名
付
け
ら
れ
、
大
切
に
育
て
ら
れ
た
が
、
常
に

病
が
ち
で
あ
っ
た
。
満
月
長
者
は
家
来
の
進
言
を
容
れ
、
北
天
竺
の
し
ん
り
う
山
に
あ

る
不
老
不
死
の
木
「
ち
ん
な
き
」
の
実
を
取
り
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
長
者
一
行
は
三

年
三
月
の
旅
の
末
、
北
天
竺
に
到
着
す
る
が
、
財
宝
に
目
が
く
ら
ん
だ
大
王
に
よ
っ
て

「
し
や
ら
ば
ら
さ
う
」
と
い
う
草
を
食
べ
さ
せ
ら
れ
、
馬
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
。

（
下
冊
）
大
王
は
臣
下
の
「
か
う
ひ
ら
ん
」
に
命
じ
て
長
者
の
屋
敷
に
夜
討
ち
を
か
け
た

が
、
火
を
放
っ
た
た
め
、
す
べ
て
は
灰
燼
に
帰
し
た
。
花
玉
婦
人
と
宝
月
童
子
は
家
来

の
「
あ
ん
な
ら
え
ん
」
に
救
い
出
さ
れ
て
身
を
潜
め
、
極
貧
の
日
々
に
耐
え
た
。
や
が

て
十
三
歳
と
な
っ
た
童
子
は
、「
あ
ん
な
ら
え
ん
」
を
伴
い
、
父
を
探
し
て
北
天
竺
へ

と
出
立
し
た
。
途
中
、
童
子
は
「
か
う
ひ
ら
ん
」
に
出
会
っ
て
顛
末
を
知
り
、「
し
や
ら

ば
ら
さ
う
」
の
葉
を
手
に
入
れ
て
長
者
一
行
を
救
出
、
北
天
竺
の
大
王
を
討
伐
し
、
ま

か
だ
国
に
帰
還
し
た
。
一
件
は
叡
聞
に
達
し
、
宝
月
童
子
は
皇
太
子
に
迎
え
ら
れ
、
満

月
長
者
と
花
玉
婦
人
は
北
天
竺
の
大
王
と
后
に
、「
あ
ん
な
ら
え
ん
」
は
左
大
臣
と
な
り
、

め
で
た
く
富
み
栄
え
た
と
い
う
。

本
書
は
夙
に
天
下
の
孤
本
と
し
て
知
ら
れ
、
今
西
實
氏
に
よ
っ
て
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
（
1
）。

同
氏
は
、
豪
奢
な
装
訂
か
ら
本
書
が
嫁
入
本
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま

た
、
題
簽
を
め
ぐ
っ
て
は
、
本
書
の
基
づ
い
た
原
本
に
不
明
確
な
箇
所
が
あ
っ
た
た
め
に
長

者
名
が
「
お
よ
う
の
あ
ま
」
と
な
っ
た
可
能
性
や
、
原
本
が
す
で
に
題
簽
を
誤
貼
し
て
「
お

よ
う
の
あ
ま
」
と
し
た
可
能
性
に
触
れ
つ
つ
、『
お
よ
う
の
あ
ま
』
が
本
書
成
立
に
先
行
す
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
同
氏
に
よ
れ
ば
、
満
月
長
者
を
馬
に
変
え
た
「
し
や
ら
ば
ら
さ

う
」
は
『
出
曜
経
』
巻
第
十
五
・
利
養
品
下
に
所
見
の
霊
草
で
あ
っ
た
。
こ
の
草
の
名
は
『
節

用
集
』
等
に
も
見
え
、
類
話
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
三
十
一
第
十
四
、『
宝
物
集
』
巻
第
一
、

狂
言
「
人
馬
」
や
民
間
伝
承
等
々
と
し
て
も
流
布
浸
透
し
て
い
る
（
2
）。
な
お
、
か
つ
て
、
題
簽

を
単
な
る
張
り
間
違
い
と
見
る
説
が
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
（
3
）。
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し
か
し
、
近
年
、
石
川
透
氏
に
よ
り
、『
宝
月
童
子
』
の
一
本
が
発
見
さ
れ
た
（
4
）。
石
川
本
は

下
巻
の
み
存
、
詞
書
は
天
理
本
と
同
筆
で
あ
る
。
表
紙
は
紺
紙
金
泥
表
紙
、
寸
法
、
縦
三
〇
・

一
㎝
×
横
二
一
・
七
㎝
。
表
紙
中
央
に
、
金
泥
で
下
絵
を
施
し
た
朱
の
原
題
簽
を
貼
付
、「
お

よ
ふ
の
あ
ま

下
」
と
墨
書
が
あ
る
。
題
簽
寸
法
、
一
三
・
五
㎝
×
三
・
五
㎝
（
天
理
本
一

六
・
四
㎝
×
三
・
五
㎝
）。
字
高
、
二
四
・
〇
㎝
。
挿
絵
は
す
べ
て
切
り
取
ら
れ
て
い
る
が
、
見

開
き
二
図
を
含
む
十
三
図
分
の
白
紙
を
有
し
、
こ
れ
と
重
な
っ
て
い
た
料
紙
に
は
、
天
理
本

と
同
じ
く
薄
青
に
金
切
箔
を
用
い
た
霞
の
一
部
が
残
る
。
総
じ
て
、
石
川
本
の
書
誌
事
項
は

天
理
本
と
極
め
て
近
く
、
同
一
工
房
で
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
詞
書
に
つ
い
て
も
、

両
本
が
途
中
か
ら
北
天
竺
の
臣
下
「
か
う
ひ
ら
ん
」
の
名
を
「
か
う
ひ
ら
」
と
記
す
な
ど
、

ほ
ぼ
同
文
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
近
い
が
、
字
母
や
漢
字
表
記
の
使
用
箇
所
、
濁
点
な
ど
に
は

違
い
が
認
め
ら
れ
、
比
較
的
大
き
な
差
異
と
し
て
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
天
理
本
一
四
九
頁
一
行
目
「
く
は
ぎ
よ
く
ぶ
に
ん
」

石
川
本
「
く
わ
き
よ
く
ふ
し
ん
」

②
天
理
本
一
五
一
頁
三
行
目
「
お
り
ふ
し
せ
い
と
う
な
か
り
け
り
」

石
川
本
「
お
り
ふ
し
せ
い
こ
そ
な
か
り
け
れ
」

③
天
理
本
一
六
四
頁
二
・
四
行
目
「
そ
ぶ
は
ほ
つ
こ
く
に
」「
こ
こ
く
の
一
あ
し
」

こ
こ
く

そ
く

石
川
本
「
そ
ぶ
は
胡
国
に
」「
こ
こ
く
の
一
足
」

④
天
理
本
一
六
五
頁
九
行
目
「
ふ
か
ぎ
う
み
」

石
川
本
「
ふ
か
き
う
み
」

⑤
天
理
本
一
八
〇
頁
三
・
一
〇
行
目
「
き
ん
ち
う
の
御
む
ま
や
」「
七
十
五
十
日
と
」

石
川
本
「
き
ん
ち
う
の
み
ま
や
」「
七
十
五
日
と
」

⑥
天
理
本
一
八
四
頁
二
行
目
「
い
か
に
も
し
て
よ
う
し
た
て
」

や
し
な
ひ
イ

石
川
本
「
い
か
に
も
し
て
よ
う
し
た
て
」

と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
⑥
の
石
川
本
の
異
本
注
記
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
も
う
一
本

の
『
宝
月
童
子
』
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
挿
絵
の
入
る
箇
所

は
両
者
と
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
天
理
本
下
巻
第
五
図
（
一
七
二
頁
。『
室
町
時
代
物
語
大
成
』

第
一
五
図
）
に
続
き
、「
か
う
ひ
ら
ん
」
が
満
月
長
者
の
馬
と
な
っ
た
経
緯
を
語
る
二
箇
所

（
天
理
本
一
七
九
頁
四
行
目
「
い
か
や
う
の
と
が
」、
同
一
八
〇
頁
五
行
目
「
ね
ん
ご
ろ
に
こ
そ
は

か
た
り
け
れ
」）
に
、
石
川
本
は
挿
絵
二
図
（
う
ち
見
開
き
一
図
）
を
切
り
取
っ
た
痕
跡
を
有
す

る
。
一
方
、
天
理
本
下
巻
第
六
図
（
一
八
二
頁
）
は
物
語
展
開
よ
り
後
ろ
に
位
置
し
て
お
り
、

本
来
は
童
子
達
が
野
原
で
「
か
う
ひ
ら
ん
」
に
出
会
う
場
面
に
入
る
べ
き
で
あ
る
。
第
八
図

（
一
九
二
頁
）
を
一
八
二
頁
へ
、
第
九
図
（
一
九
五
頁
）
を
一
九
二
頁
へ
と
い
う
よ
う
に
、

順
に
掲
出
箇
所
を
繰
り
上
げ
る
と
物
語
の
流
れ
に
沿
う
。
大
団
円
の
図
は
上
巻
第
一
図
（
一

〇
三
頁
）
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
挿
絵
の
入
る
位
置
と
枚
数
が
若
干
異
な
っ
て
い

た
と
推
測
さ
れ
る
。
本
作
は
い
ま
だ
伝
本
僅
少
で
あ
る
が
、
天
理
本
と
装
訂
や
筆
跡
等
を
同

じ
く
す
る
大
型
奈
良
絵
本
に
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
『
し
つ
か
』（
二
冊
、https://doi.org

/10.20730/200003085

）、『
か
ら
い
と
』（
二
冊
、https://doi.org/10.20730/200003067

）
が

あ
る
（
5
）。
と
く
に
前
者
の
前
表
紙
は
、
か
な
り
傷
み
は
あ
る
も
の
の
、
天
理
本
『
宝
月
童
子
』

と
ほ
ぼ
同
じ
位
置
に
酷
似
す
る
反
橋
な
ど
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

『
宝
月
童
子
』
は
物
語
末
尾
を
「
た
ゞ
人
は
、
き
み
に
は
、
ち
う
を
つ
く
し
、
お
や
に
は
、

か
う
を
な
し
、
を
と
と
を
あ
は
れ
み
、
ふ
う
ふ
の
中
を
や
は
ら
げ
、
子
を
い
と
を
し
く
、
せ

ん
も
の
は
、
す
ゑ
た
の
も
し
く
、
さ
か
ゆ
べ
し
、
め
で
た
か
る
べ
き
、
事
ど
も
也
」
と
締
め

括
っ
て
い
る
。
本
書
の
読
者
と
し
て
女
性
、
そ
れ
も
、
大
名
高
家
へ
の
出
仕
や
、
そ
う
し
た

階
層
に
近
し
い
女
性
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。「
た
ゝ
と
に
か
く
に

し
う
を
の

み

た
い
せ
つ
た
い
し
と

こ
ゝ
ろ
へ
て
」「
お
や
お
と
ゝ
い
に
も

か
う
あ
り
て
」（
慶
長

十
年
写
『
宗
祇
短
歌
』。
古
典
文
庫
所
収
）
と
女
訓
を
謳
う
当
代
性
と
も
通
じ
て
い
る
。

本
作
を
め
ぐ
っ
て
は
、
先
述
「
お
よ
う
の
あ
ま
」
と
い
う
作
品
名
の
問
題
を
は
じ
め
、
主

人
公
の
命
名
由
来
な
ど
に
つ
い
て
も
、
な
お
考
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
満

月
や
宝
月
童
子
の
名
は
確
か
に
仏
典
に
散
見
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
（
6
）、
一
方
で
父
の
名
が
満

月
長
者
で
あ
り
、
童
子
が
九
月
十
三
夜
に
誕
生
し
た
と
い
う
結
構
か
ら
は
、
古
来
、
詩
歌
管

弦
を
伴
っ
た
観
月
の
遊
び
が
連
想
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
八
月
十
五
夜
の
望
月
の
賞

美
は
中
国
に
始
ま
り
、
九
月
十
三
夜
の
観
月
は
日
本
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
十
一
世
紀
に
は

十
三
夜
詠
が
盛
行
す
る
よ
う
に
な
る
（
7
）。『
徒
然
草
』
二
三
九
段
に
は
「
八
月
十
五
日
、
九
月
十

も
て
あ
そ

三
日
は
、
婁
宿
な
り
。
此
宿
清
明
な
る
ゆ
へ
に
、
月
を
翫
ぶ
に
良
夜
と
す
」（
新
日
本
古
典
文

『奈良絵本集 七』解題
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学
大
系
）
と
あ
り
、
ま
た
、『
宝
月
童
子
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
例
か
ら
一
端
を
挙
げ
れ
ば
、「
後

の
名
月
ま
め
名
月
俳

栗
名
月
同

ふ
た
夜
の
月
月
の
名
残
み
な
十
三
夜
の
事
な
り
」（『
増

山
井
』
九
月
）、「
絵
に
も
や
は
お
も
し
ろ
い
を
ば
の
ち
の
月
（
重
定
）」（『
新
続
犬
筑
波
集
』
十

八
・
秋
発
句
下
）
な
ど
と
見
え
る
。『
新
明
題
和
歌
集
』
巻
第
三
秋
に
も
「
あ
か
ざ
り
し
最
中

の
秋
の
な
ご
り
を
や
猶
長
月
の
こ
よ
ひ
み
す
ら
ん
」
の
詠
が
載
る
よ
う
に
、
八
月
十
五
夜
の

満
月
、
九
月
十
三
夜
の
月
は
両
者
併
せ
て
楽
し
ま
れ
た
の
で
あ
り
、
後
者
は
と
く
に
「
後
の

月
見
」
と
も
称
さ
れ
た
（『
焦
尾
琴
』
雅
・
名
月
之
篇
「
十
三
夜
」）。『
日
次
紀
事
』
は
八
月
十
五

セ

ヲ

ハ

リ

ノ

日
の
観
月
を
「
御
遊
」（
公
事
「
今
夜

禁
裏

院
中
被
レ

賞
二

明
月
一

多
有
二

詩
歌
管
弦
之
御

ノ

ニ

フ

ト

ク
ハ

リ

遊
一
」）、
九
月
十
三
日
の
そ
れ
を
「
名
月
」（
節
序
「
今
夜
月
倭
俗
謂
二
豆
名
月
一
」「
禁
裏
多
有
二

ノ

倭
歌
御
会
一
」）
の
名
で
そ
れ
ぞ
れ
立
項
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
『
宝
月
童
子
』
と
い
う
室
町
物
語
は
、
不
可
思
議
な
霊
草
と
馬
人
の
奇
譚
、

仏
典
の
摂
取
、
命
名
由
来
な
ど
、
内
外
和
漢
の
説
話
要
素
に
満
ち
、
享
受
層
の
す
が
た
を
も

垣
間
見
せ
る
作
品
で
あ
り
、
奈
良
絵
本
生
成
の
具
体
相
を
明
ら
め
る
好
資
料
と
い
え
よ
う
。

（
齋
藤
真
麻
理
）

【

注

】

（
1
）
今
西
實
「
奈
良
絵
本
『
宝
月
童
子
』
と
そ
の
説
話
」（『
ビ
ブ
リ
ア
』
二
一
、
一
九
六
二
年
三

月
）。
同
氏
に
よ
り
、
折
紙
の
記
事
の
信
頼
性
に
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
『
室
町
時

代
物
語
大
成
』
一
二
（
角
川
書
店
、
一
九
八
四
年
）
に
収
載
。
ま
た
、
開
館
八
十
六
周
年
記

念
展
『
御
伽
草
子
〜
奈
良
絵
本
・
絵
巻
を
中
心
に
〜
』（
天
理
図
書
館
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど

参
照
。

（
2
）
田
口
和
夫
「
共
謀
す
る
下
人
―
「
人
馬
」
の
形
成
と
説
話
」（『
狂
言
論
考
―
説
話
か
ら
の
形

成
と
そ
の
展
開
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
七
七
年
）。

（
3
）
徳
江
元
正
「
国
内
の
主
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
め
ぐ
り
」（『
御
伽
草
子
の
世
界
』
三
省
堂
、
一
九

八
二
年
）。

（
4
）
石
川
透
『
入
門
奈
良
絵
本
・
絵
巻
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
5
）
恋
田
知
子
「『
し
づ
か
』
解
題
」（『
奈
良
絵
本
集
』
六
、
八
木
書
店
、
二
〇
一
九
年
）。

（
6
）
『
大
乗
宝
月
童
子
問
法
経
』『
十
住
毘
婆
沙
論
』
巻
第
五
・
易
行
品
第
九
ほ
か
。

（
7
）
本
間
洋
一
「
九
月
十
三
夜
の
月
―
そ
の
詩
歌
の
素
材
と
し
て
の
定
着
と
表
現
を
め
ぐ
っ

て
」（『
秋
桜
』
七
、
一
九
九
〇
年
三
月
）、
瓦
井
裕
子
「
九
月
十
三
夜
詠
の
誕
生
―
端
緒
と

し
て
の
『
源
氏
物
語
』
摂
取
」（『
国
語
国
文
』
八
五
―
七
、
二
〇
一
六
年
七
月
）
な
ど
参
照
。

【
附

記
】

貴
重
な
ご
所
蔵
本
の
閲
覧
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
石
川
透
先
生
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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